
 

 

インドに滞在または渡航を予定されている皆様へ 

 

インドの観光シーズンに向けた注意喚起 

 

２０１６年２月２５日 

在インド日本国大使館 

 

インドでは、２月から３月に観光シーズンのピークを迎えます。 

 インド滞在中は、思わぬ危険や落とし穴があります。また、首都ニューデリーでは犯罪

発生件数が増加しているとの統計が警察より発表されております。 

当館ＨＰでは安全情報「インドを旅行される皆様へ」として、具体的な注意事項をご案

内しておりますが、最近当地で連続して発生した主な事案を以下のとおり改めてご紹介

します。 

ついては、インド滞在中は、以下の対策及び注意事項を参考に、自身の安全は自身

で守ることを念頭に置いて、常に細心の注意を払って行動し、犯罪被害に遭わないよう

ご注意ください。 

なお、万一、犯罪被害に遭ってしまった場合は、最寄りの警察署や在外公館にご相談

ください。 

 

○ケース１（睡眠薬強盗） 

 ・概要 

  旅行中仲良くなったアジア国籍と思われる者とレストランで食事をした際に、徐々   

に眠くなり、その後ベンチで熟睡していた。気づいた時には貴重品（財布、携帯電

話、旅券等）が無くなっていた。また、旅行中親しくなった外国人の家に招待されて

車で行き、食事を提供された後、意識が薄れ、気付いた時には市内の知らない場

所で、所持品は全て無くなっていた。 

 ・対策 

 ①親切そうに声をかけてくる者や日本語で話しかけてくる者には特に注意し、勧め

られても飲食物を絶対に口にしない。 

 ②信用できると思った相手からの誘いでも、決して車に乗ったり、その者の家に泊ま

りに行ったりしない。 

 

○ケース２（タクシー詐欺・強盗） 

 ・概要 

空港から乗車したタクシーに旅行会社に連れて行かれ、強引にツアー等案内され

た上に、法外な料金をだまし取られた。また、事前にホテルを予約していたにも拘

わらず、乗車したタクシー運転手にあなたが予約しているホテルは満室だと言われ、

違うホテルに連れて行かれそうになった。安価な料金で目的地まで行くと言われ乗

車したところ、人気のない道路で脅かされ高額な料金を支払わされた。 

 ・対策 

①タクシー乗車時は、車両ナンバーを控え、運転手に運転免許証を提示させ、氏名 



 

 

  を控え、免許証提示を拒むタクシーには乗車しない。安価な料金で行くと近寄っ

てくる運転手を決して利用しない。 

 ②特に、空港から乗車する際には、客引き等に声をかけられても決して応じず、プリ  

ペイド・タクシーの窓口で指定されたタクシーに乗るか、ホテルからの送迎車両や

信用できる旅行会社手配の車両を利用する。 

  

○ケース３（ひったくり） 

 ・概要 

  平日の午後１時過ぎ、デリー市内の閑静な住宅街であるバサント・ビハール地区

の道路（車が１台通れる程度の人通りのない道）を自宅に向かって歩いている際に、

後方からバイクに乗った男が近づき、肩にかけていたバッグ（現金、ＩＤ、クレジット

カード、携帯電話等）をひったくられた。 

・対策 

  ①車道と歩道の区別がない道路は特に気をつける。  

  ②バッグ等は建物側に持ち、ショルダーバッグはたすき掛けにする。  

  ③できるだけ明るく、人通りの多い道を選んで歩く。  

  ④ 後方からバイク音などが聞こえたら後方を警戒する。  

  ⑤スマートフォンを使用しながら歩いたり、携帯型音楽プレーヤーを聞きなが       

がら歩くと、周囲への警戒心が低くなるのでやめる。スマートフォン・ 

   携帯電話はバッグに入れない方が望ましい。 

 

犯罪被害に遭わないために（上記以外に注意する点） 

・単独旅行はせず、常に複数名で行動する。 

・特に女性の単独行動や夜間の外出は、避けるようにする。また、旅行中に近づいてく

る者に対し、曖昧な態度をとることは、相手に誤解を与えることになりかねないので、

はっきりと断る。 

・車中、宿泊施設他の閉ざされた空間（外部に助けを求めることができない場所）で、

異性と自身の２人だけにならないようにする。 

・ホテルはできる限り事前に予約し、極端に安いホテルは避ける。 

・貴重品を身から離さない。混雑した場所では、バッグ等の荷物は自身の前で抱え、

背負ったまま移動しない。 

・旅券、現金、クレジットカード、電子機器等の貴重品は、ひとまとめにせず分散して持

ち歩き、できるだけ肌身に装着して携行する。 

・夜間帯の出入国を極力避ける。深夜・未明に到着した場合は，夜が明けるまで行動

は控える。また、極力、深夜・早朝の列車を避け、夜間に駅へ移動することを避ける。 

・宗教施設、催し物会場、マーケット等、駅、空港など多数の人が集まる場所には用事

のない限り近づかないようにし、必要な場合は滞在を必要最小限とするなど、人混み

で不測の事態に巻き込まれないよう、周囲の状況に注意を払い、不審物等を見つけ

た場合には、その場をすぐに立ち去るようにする。 

 

（問い合わせ窓口） 



 

 

○在インド日本国大使館 

電話： (91) -11-2687-6564 

○在コルカタ日本国総領事館 

 電話： (91) -33-2421-1970 

○在チェンナイ日本国総領事館 

 電話： (91) -44-2432-3860 

○在ムンバイ日本国総領事館 

 電話： (91) -22-2351-7101 

 ○在バンガロール領事事務所 

電話： (91) -80-4064-9999 

（了） 


